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連
合
会
の
役
員
会
は
、
俳
句
大
会
の
会
場
と
同
じ
山

形
市
の
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
・
山
形
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で

９
月

日
午
前

時
か
ら
行
わ
れ
、
現
代
俳
句
協
会
か
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11

ら
は
中
村
和
弘
会
長
と
髙
野
ム
ツ
オ
副
会
長
、
本
俳
句

大
会
の
特
別
選
者
の
寺
井
谷
子
副
会
長
が
同
席
し
ま
し

た
。大

類
つ
と
む
会
長
（
山
形
県
）
の
挨
拶
の
後
、
議
長

を
大
類
会
長
が
つ
と
め
て
議
事
を
進
行
し
た
。
最
初
に

福
島
県
か
ら
昨
年
度
の
決
算
報
告
と
監
査
報
告
が
提
出

さ
れ
了
承
さ
れ
た
。
次
に
山
形
県
か
ら
本
年
度
の
大
会

予
算
案
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
了
承
さ
れ
た
。
続
い
て

秋
田
県
の
竪
阿
彌
放
心
会
長
を
新
会
長
と
す
る
役
員
改

選
の
案
が
提
出
さ
れ

了
承
さ
れ
た
。
引
き

続
き
次
回
（
来
年
度
）

の
大
会
を
秋
田
県
で

開
催
す
る
こ
と
が
議

決
さ
れ
、
竪
阿
彌
会

長
か
ら
開
催
の
決
意

表
明
が
な
さ
れ
、
会

議
を
終
了
し
た
。

午
後
か
ら
は
俳
句

大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

席
題
は
「
羽
（
詠
込
）
」

で
あ
っ
た
。
席
題
の

選
者
は
寺
井
谷
子
特

別
選
者
が
あ
た
っ
た
。

最
初
に
、
金
子
兜

太
名
誉
会
長
を
偲
ん

で
黙
祷
を
捧
げ
大
会

を
開
催
し
た
。

本
大
会
の
結
果
に

つ
い
て
は
、
本
県
会
員
の
み
の
紹
介
と
し
ま
す
。

◎
兼

題

※
現
代
俳
句
協
会
長
賞

点

大
夕
焼
届
か
ぬ
遺
書
が
海
に
あ
る
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泉

風
信
子

※
福
島
県
現
代
俳
句
協
会
長
賞

点

風
鈴
の
言
葉
が
分
る
ほ
ど
に
老
ゆ

12

齊
藤

泥
雪

※
佳
作
賞

９
点

夏
山
を
背
負
い
大
牛
降
り
て
く
る後

藤

岑
生

◎
席

題
（
特
別
選
者
選
）

第
３
席

長
き
夜
の
見
て
は
い
け
な
い
母
の
羽

小
田
桐
妙
女

寺井特別選者の講演 ↑

現代俳句協会長賞の表彰 ↓

日
時

平
成

年
９
月

日
（
土
）

30

29

場
所

深
浦
町
役
場
文
化
ホ
ー
ル

当
大
会
は
本
協
会
が
本
年
も
後
援
し
て
お
り
、
協
会

員
も
多
数
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

結
果
に
つ
い
て
は
、
協
会
員
と
協
会
長
賞
の
み
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
総
合
順
位

第
４
位

中
村
し
お
ん
、
第

位

南

美
智
子
、

11

第

位

松
宮

梗
子

12
青
森
県
現
代
俳
句
協
会
長
賞
（
兼
題
第
１
位
）

金
田
一
一
子
（
大
間
町
）

◎
兼
題
Ａ
「
夏
季
雑
詠
」
高
点
句

狛
犬
の
口
が
吐
き
出
す
蜘
蛛
の
糸

中
村
し
お
ん

第

回
県
下
深
浦
俳
句
大
会

37

青
森
県
現
代
俳
句
協
会
会
報
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第８号

東
北
地
区
現
代
俳
句
協
会
連
合
会
総
会
及
び

第

回
現
代
俳
句
東
北
大
会
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◎
兼
題
Ｂ
「
は
ま
ち
」
高
点
句

程
々
の
人
生
で
良
し
は
ま
ち
食
ふ

関

礼
子

◎
席
題
「
草
の
花
」

古
川
よ
し
み

選

人
位

草
の
花
踏
ま
ね
ば
行
け
ぬ
千
空
碑松

宮

梗
子

対
馬

迪
女

選

天
位

草
の
花
離
郷
の
改
札
口
に
風

泉

風
信
子

「
椋
鳥
」

能
登
谷
明
子

選

天
位

椋
の
群
離
れ
て
我
を
取
り
戻
す

松
宮

梗
子

「
潮
」
詠
み
込
み

泉

風
信
子

選

人
位

秋
潮
や
ハ
ン
グ
ル
文
字
の
難
破
船南

美
智
子

木
村

秋
湖

選

地
位

す
り
足
は
引
き
潮
の
音
薪
能

泉

風
信
子

日
時

平
成

年

月

日
（
日
）

30

10

14

場
所

五
所
川
原
市
中
央
公
民
館

今
年
も
当
大
会
を
本
協
会
が
後
援
し
、
多
く
の
協
会

員
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
協
会
員

と
協
会
長
賞
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

総
合
順
位

第
２
位

泉

風
信
子

第
９
位

後
藤

岑
生

青
森
県
現
代
俳
句
協
会
長
賞

泉

風
信
子

兼
題

高
点
句

迎
火
の
弾
ぜ
父
の
こ
ゑ
母
の
こ
ゑ

松
宮

梗
子

席
題
「
伝
」
詠
み
込
み

坂
本

幽
玄

選

天
位

月
光
の
伝
わ
っ
て
来
る
音
を
聴
く清

水
山
楂
子

人
位

に
ぎ
ら
ひ
の
ひ
と
言
伝
え
夜
食
と
る

泉

風
信
子

中
村
し
お
ん

選

天
位

青
空
へ
遺
伝
子
と
ば
す
草
の
種

成
田
み
ど
り

人
位

に
ぎ
ら
ひ
の
ひ
と
言
伝
え
夜
食
と
る

泉

風
信
子

「
秋
晴
」

敦
賀

恵
子

選

天
位

晩
年
の
母
秋
晴
の
底
に
居
る

泉

風
信
子

地
位

秋
晴
や
晩
年
の
箍
ゆ
る
く
し
め

稲
部
天
津
子

第
回

五
所
川
原
市
文
化
祭
県
下
俳
句
大
会

58

人
位

秋
晴
や
青
良
の
山
唄
朗
々
と

後
藤

岑
生

千
葉

禮
子

選

人
位

秋
晴
や
青
良
の
山
唄
朗
々
と

後
藤

岑
生

「
残
雨
」
「
余
情
」

福
士

光
生

選

地
位

見
え
過
ぎ
る
残
雨
の
中
の
震
災
忌泉

風
信
子

対
馬

迪
女

選

天
位

半
鐘
な
き
火
の
見
を
秋
の
余
情
と
す

竹
鼻
瑠
璃
男

人
位

紅
玉
に
残
雨
の
赤
き
ひ
と
し
づ
く中

村
し
お
ん

泉

風
信
子

選

地
位

あ
っ
さ
り
と
旅
立
つ
師
匠
秋
残
雨千

葉

芳
醇

日
時

平
成

年

月

日
（
土
）

29

10

27

場
所

五
所
川
原
市
立
佞
武
多
の
館

今
年
は

名
の
参
加
者
で
恒
例
の
大
会
を
開
催
し
ま

22

し
た
。
当
日
は
朝
か
ら
の
雨
模
様
で
、
投
句
さ
れ
た
作

品
も
臨
場
感
溢
れ
る
も
の
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
約

２
時
間
で
旧
平
山
家
住
宅
な
ど
市
内
を
傘
を
さ
し
な
が

ら
の
吟
行
で
し
た
。

[

総
合
順
位]

①
松
宮
梗
子

②
清
水
山
楂
子

③
佐
藤

第
９
回
秋
の
吟
行
互
選
俳
句
大
会

い
く
子

④
田
中
三
桃

⑤
尾
野
久
子

⑥
橘
川
ま
も

る

⑦
森
下
睦
子

⑧
鈴
木
と
ま
と

⑨
長
尾
青
竜

⑩
木
村
詩
織

会
長
賞

天
位

や
っ
て
ま
れ
の
太
桴
響
く
豊
の
秋

油
川
月
萌

地
位

秋
時
雨
タ
ケ
も
修
ち
ゃ
も
蔵
の
内

田
中
三
桃

人
位

ひ
っ
そ
り
と
花
や
つ
で
咲
く
千
空
家

尾
野
久
子

高
点
句

散
り
紅
葉
ざ
く
と
踏
み
ゆ
く
平
山
邸

松
宮

梗
子

秋
時
雨
タ
ケ
も
修
ち
ゃ
も
蔵
の
内

田
中

三
桃

蓄
音
機
廻
し
世
去
れ
の
秋
時
雨

清
水
山
楂
子

千
空
と
酌
み
た
し
新
酒
「
や
つ
て
ま
れ
」

橘
川
ま
も
る

秋
雨
の
婚
儀
を
誓
う
太
宰
の
字

木
村

詩
織

師
弟
句
碑
程
良
き
間
合
秋
時
雨

佐
藤
い
く
子

大会参加者 ↑

発
行
所

青
森
県
現
代
俳
句
協
会

発
行
人

泉

風
信
子

〒
０
３
６
ー
８
２
４
１

弘
前
市
桜
ヶ
丘
一
丁
目
８
ー
11

お
悔
み

本
協
会
の
発
足
当
初
か
ら
多
大
な
ご
尽

力
を
頂
い
た
、
徳
才
子
青
良
顧
問
が
去
る

月

日

10

10

に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

享
年

歳
90


